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おわりに

生活者が自ら情報を収集・選別・発信する現代の情報社会（＝「生活者主導社会 」）において、人
を動かし社会を動かすカギは「他人ごと」でない状態、すなわち「自分ごと」という関係性のある
状態を作り出すことにあります。
本書では、「生活者主導社会」の構造を明らかにするとともに、生活者を「自分ごと」に導くため
のコミュニケーションＷＡＹのヒントを、実例を交えながら分かりやすく解説します。
世の中の情報がほとんど「スルー」される時代に、どうしたら効果的なコミュニケーションができ
るのか？相手の心を、どうやったら動かせるのか？情報を「自分ごと」と捉えてもらって、自発的
な行動を誘発するにはどうしたらいいのか･･･？
明日からすぐに使える、実践的なコミュニケーション本です。

BOOK

【博報堂ＤＹグループエンゲージメント研究会】
博報堂ＤＹホールディングス、博報堂、大広、読売広
告社、博報堂ＤＹメディアパートナーズの５社からな
る、次世代型コミュニケーションを開発する企業グ
ループ内プロジェクト。
2007年に、「生活者主導社会」に対応した博報堂Ｄ
Ｙグループのコミュニケーションモデル「エンゲージ
メント・リング™」※を社内外に発表しました。
同プロジェクトでは、「エンゲージメント」概念のモ
デル化、プラニングＷＡＹ確立、ツール開発、ビジネ
スメニュー開発、ワークショップ、ファシリテーショ
ン、グループ内研修等に取り組んでいます。

※「エンゲージメント・リング™」について
博報堂ＤＹグループは「生活者主導社会」に対応すべく、「生活
者発想」を更に進化させ、新たなマーケティング・コミュニケー
ションモデル「エンゲージメント・リング™」を開発しました。
このモデルでは、生活者の多様化した情報体験を「心が動く」
「選択する」「共有する」「絆を感じる」という４つで捉えてい
ます。
「エンゲージメント・リング™」をベースとして、生活者の心を
動かすための「テーマ」開発と、情報体験の「全体設計図」作り
をトータルに行うことで、企業が生活者とともにブランドを作っ
ていく、すなわちエンゲージメントの実現（ブランドと生活者の
絆を結ぶこと）が可能になります。


